
登山・登攀の記録 

北大武山東面 太麻里渓・北大武東渓（初登） 

日時：1992 年 12 月 25 日～１月 3 日 

メンバー：高岸且、他７名 

概要：太麻里渓は、台湾五岳の北大武山(3090m)東面の水を集める大渓谷である。この谷へは大阪わら

じの会と台湾との合同隊が、87 年 12 月、91 年 1 月の 2 回の溯渓（＝沢登り）を試みるが敗退させられて

いる。今回は、この谷の本流というべき北大武東渓（命名）を詰めて北大武山（3090m）の頂を目指し、初

踏査に成功した。亜熱帯性のジャングルから氷の張る山頂まで、幾度かの高巻き、スズメバチの襲撃、巨

大な天然ヒノキとの遭遇など台湾の大渓谷ならでの溯渓であった。高岸は、大阪わらじの会の会員として

参加した。 

記録 

12月 25日 晴 

太麻里駅（14:30）－林道終点－標高 200mBP

（BivouacPlat:以下同じ）1（16：00） 

太麻里駅から太麻里渓の下流部の林道終点ま

でタクシーにて約 40分で着く。幅 300m程度の緩

い流れの広い川原にフライシートを張る。台湾メン

バーが大量に持参してくれた豚サラミと生ニンニク、

そして焚き火が毎晩の友となる。 

12月 26日（1日目） 晴 

BP1（8：00）－BP2包盛社跡 460m（16：00）  

 広い大河原が続く。第 1 のゴルジュの手前で、

狩猟用の弓をもった台湾先住民（高砂族・高山

族）の猟師に出会う。「羌」というシカ科の動物は、

日本語で「きょん」と呼ばれる。ルートファインディ

ングは「きょんの道」探しでもある。 

ゴルジュ中央の切り立った壁、高砂族猟師の仮設

梯子に助けられ右岸から越える。87 年には越える

ことができなかった淵は、堆砂で淵が浅くなってい

たため 30m水泳で突破した。 

南大武東渓の出合付近は魚影が濃い、コイ科

の「苦花魚（クーファーユー）」が群れをなして泳い

でいる。8 匹の釣果である。旧高砂族部落跡の包

盛社跡の近くをサイトとする。 

12月 27日（2日目） 曇のち晴 

BP2（8：00）－北大武東渓出合（500m）－BP3（16：

00）  

両岸が迫ったゴーロ帯の本流を詰め、右から包

盛渓が出合う。包盛社跡から 3 時間で北大武東

渓の入口に着く。入口からゴルジュと連瀑であり、

右の尾根から高巻く。途中、虎頭蜂（スズメバチの

一種）の襲撃に会い、右手を刺され、グローブの

ように手が腫れ上がる。再来の恐怖に怯えるも気

を落ち着けて沢に降り立つ。 

10m の淵を泳ぎ 10m 滝を左岸フィックス工作で

突破する。その上は大岩のゴーロをボルダーリン

グで高度を稼ぐ。15m垂直の滝に阻まれBPサイト

とする。 

12月 28日（3日目） 曇のち雨 

BP3（8：00）－1250m BP4（18：00）  

滝の左岸から高巻きに入る。途中、10m 懸垂で

支流に降りるが、深いゴルジュの本流まで下降で

きず、再度ジャングルのようなブッシュ帯の高巻き

6 時間で本流に戻る。神秘的な淵をもつチムニー

状の滝を左岸から高巻くが、日暮れとなりブッシュ

の中でビバークとなる。夜に雨が降りフライで水を

集め水分を補給する。 

12月 29日（4日目） 晴 

BP4（8：00）－BP5（16：00） 

ブッシュをトラバースして本流に沿って進む。下

降点を探り幾度も下降を試みるがゴルジュが深い。

支尾根から本流に降りることができた。1日半の高

巻きであった。 

12月 30日 （5日目） 曇り 

BP５(8:00)-BP６(16:00?) 

 右岸から高巻きに入り、2 ピッチの懸垂下降で本

流へ淵を泳ぎ、ボルダーを越え、支流を左に分け、

大支流（右俣）を超えると水量は半減した。本流の

中俣に入る。１０m 程度の滝が連続している。右へ、



登山・登攀の記録 

左への高巻きをこなす。 

12月 31日（6日目） 晴 

BP6（8：00）－大滝の上 1900ｍBP7（16：00）  

出発 10分で 40m大滝に出合う。一部フィックス

を張りながら、右岸を高巻きする。下降中に渓谷

最大の 2 段 100ｍの大滝が現れ、さらに高巻きを

強いられる。 

1月 1日（7日目） 晴 

BP７(8:00?)－BP８（16:00？） 

 岩溝状の連続した滝のため右岸の高巻きとなる。

幾度か谷への下降を試みるがゴルジュが深く断念

する。一度支尾根まで上がり高度を稼ぎ、標高

2550ｍから谷中へ下降する。最奥の二俣で溯渓

の終了点とする。2000m 付近には胸高直径が２０

m程度の巨大なヒノキがいくつか確認できた。 

1月 2日（8日目） 晴 

BP８（8:00）－主稜線（11:40）－北大武山－桧谷

山荘 

右の斜面にとりつき、猟師の小屋を見つける。

その足跡をたどり稜線を目指す。昼前に主稜線に

飛び出し、北大武山(3090ｍ)の山頂に立つ。 

 登山道を一気に駆け下り檜谷山荘で宿泊する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月 3日 晴 

林道を下っている途中で、台湾の登山協会の

お迎えの車と合流する。その日の夕方に車と電車

で台北まで移動する。 

台北では祝賀パーティが準備されて、新聞社

の取材を受ける。台北の夜は歓喜と共に、長くて

深いアルコールゴルジュで暮れた。 

（記／高岸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 93年 1月 5日付の台湾民生報 写真は 10mの淵と 10m滝左岸フィックス工作（12/27） 

標高 2000m 付近で強大なヒノキとの遭遇

（12/31） 
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▲北大武山
（3090m） 

HP「台灣高山行」から引用 


